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ディースターヴェーク教育学に
おける基本的課題(二)
増 井 三 夫
〔1〕 デ ィースター ヴェー ク教育 学の形成過 程(前 号)
〔豆〕 デ ィース汐一 ヴェー ク 「教育科学」 の分 析一 かれ の発達論 の側面か ら
一(本 号)
〔皿〕 デ ィース ター ヴ ェー ク 「教授学 」の課 題
1章 。Wegweiser"ErsterThei1,DasAllg¢meine,Wにつ い て
(1)
r指 針』第一部 総論篇IVは,前 稿で何 回か指摘 した よ うに,デ ィース ターヴ
ェー クの 「教育科 学」論に相 当す る。 】Vは四節構成に な ってい る。 今,そ の章
の タイ トルのみを記す 。
-1 .RegelnfUrdenUnterr玉chtinBetreffdesSchUlers,desSub-
jects.2.Regeln・f競rdenUnterrichtinBetreffdesLphrstoffs,des
Oblects.3.Regelnf"rdenUnterichtin噛BetreffauBererVerh註lt-
nissederZeit,desOrtes,desStandesusw.4,Regelnf廿rdenUnterricht
in,Betre廷desLehrers.この四節 全体 は,明 らかに,前 稿 】V章(5)で示 したデ
ィー スター ヴェ'一クの 「教育科学」 の部門中 の教 授学(Didaktikを 含 む)に
相当す る。
ところが,Wを みれぽす ぐ分か る よ うに,Wに は上記の節に 入 る前に項 目に
しで15(3版 以降は14)に わた る極 めて重要 な内容が示 され てい る。 この部分
が,実 は,・他な らぬ,「 教育科学 」の構成部 門中の 「純粋 教育 学」に 当 り,デ
ィース ター ヴ ェー クの発 達論に 相当す る。'
'[27]
28 人 文 厨 究 第61輯
さて,yは 各版 を重 ね る毎に加筆,修 正 され てい る。 この加筆,修 正は 単な
る表記上 の点に とどま るめでは な く,内 容 の面 におい て著 しい。従 って,デ ィ
ースター ヴ ェー クの 「教育科学」論 を検討す るためには ,各 版 におけ る加 筆,
修 正が十 分に考慮 され て進 め られなければ な らない。 しか し,残 念な こ とに,
これ まで の研 究史をみ ると,Wは 勿論 の こ と,こ の加筆,修 正につい ては 全 く
注 目され て こなか った。恐 ら く,文 献 の都合 と,前 稿1章 で指摘 した よ うに,
デ ィース ターヴ ェー クの 「教育科学 」論に対す る認識 とが これについ ての原因.
にな ってい る,と 考 え られ る。我 国の現状につ いてい えぽ,文 献 上 の制 約が後
者 の研究上 の制約 を産 み出 してい るとい った方 が よ り適切 であ ろ う。
私 は,・この度,Akademiederpad.WissenschaftenderDDR♂Pad.
(1)Z
entralbliothek等 の御 好意に より,r指 針 』 の各版 を比較す る機会 を得た。
そ こで,各 版 】Vにおけ る加筆,修 正の程度 を,簡 単に,次 に記 してみ る。
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(1)『 指 針 』2。3版 はPad.Zentralb量bhothekより,InternationalerLei・
hverkehrを 使 って 、 原 本 を 直接 借 り出 す こ とが 出 来 た 。 関係 者 の格 段 の 御好 意 に
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た 。Universit註tsbibliothekBom,UniversitatsbibliothekWien,Univer・
sit註tsbib1重othekMUnchen,StadtblbliothekWuppertaI,Stadtbiblio亡hek
Siegen.
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(※加筆,※ ※修正 〈削除を含む〉。一は欠落を示す。尚,註 を入れれば加筆は
更に箸 しくなる。)
この表 をみ る と,失 程 のべた ように,】Vが いかに多 く加筆,修 正 され たかが
一 目瞭然 となろ う。 デ ィース ターヴ ェー クがそ の 「教育科学 」論を構築 しそい
く上で,い かに多 くの省察を重ね てい った かを窺 い知 る ことがで き る。
さて,本 稿は前述 した1～15の 発 達論を分析す るこ とに あ る。 ところで,前
に示唆 したが,上 記 の最初 の表 を見れ ぽ分 か るよ うに,3,4版 では初版,2
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(2)版
の15が 削除 され てい る。3,4版 で は,こ れに代 って,n節(1),(2)で 新た な
分析 の結果 が大 巾に加筆 され てい る。従 って本稿は1～15と3,4版 の 皿節(1)
(2)を主た る分析 の対象 とす る。そ して,こ の分析に あた って,各 版 の加筆,修
年 の箇所 が十 分に考慮 されて進 め られ る。
∬章 素質についての見解
一 素質=能 力生得説批判 一
(1)
前稿で操 り返 し指摘 したように,デ ィースターヴェークの発達研究は 「高次
精神活動」 の発生分析に向け られていた。 かれは この分析を進めるにあ た っ
て,ま ず最初に,素 質の分析に焦点をあてた。これへめ着眼は当時の関連学界
及び教育界における発達観を考慮すれば当然のことであった。
かれは当時神学,哲 学及び教育界の間に根強い影響力をもっていた とされる
精神諸力生得説,つ まり素質=能 力生得説に厳 しい批判的な立場を とった。こ
の素質一能力生得説は,ま ず第一に,素 質 と能力の発達を類似的に対照 させ,
諸能力を構成す る各要素がすでに素質にそれぞれ具有されていると捉え,そ し
てこの素質は 「超 自然的な根源」によって人間に与えられている,と 解 釈 す
(1)
るものであった。第二には,従 って,発 達の機制が素質の うちに決定されてい
る,換 言すれば,素 質はその本性 として 「それ 自体一の整然たる調和的秩序の
支配せる一全体」であって,発 達はこの 「調和的秩序」つ まり完全に向か う自
,(2)こ の理 由は 既 に 前 稿W章(3)で 指 摘 して お いた 。 そ こで は,初 版 の15が4版 で全 て
削除 され てい る と記 した 。 これ は 不 正確 であ った 。2・3版 を 入 手 した結 果,次 の
よ うに訂 正 しな けれ ば な らない 。 初 版 の一 部(s.113～114.)と2版で加 筆 され た
一部(s .128.)が3・4版 に も引 きつ が れ,こ の箇 所 が14に 入 れ られ て い る。 担 し
それ 以外 が 削 除 され た理 由 は前 稿 で 指摘 した とお りで あ る。
E章
(1)UberdasAngeborne,ZweiterArtike1廿berBenekes,,Erziehungs-und
Unterrichtslehre"inder,,padagogischenGeseUschaft"inBerlin.In:
Rhein.B1.,J縁1835.Samt1.Werke.3.Bd.S,447.
し
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(2)己過程
であ る,と 解釈 され る。
3ヱ
こう した発達観 は,第 一に,素 質 の実体 ない しは特 性への分析 を閉 ざ して し
まい,第 二に,「 高次の精神活動 」を 「生得 的精神諸形 態」 としてア ・プ リオ
.'(3)
リィに承認す る ことにな る。第二 の点 につ いては,前 稿 でのべた が,デ ィース
ター ヴェー クは,フ リース,ベ ネケの学説 を学ぶ過 程で,と くに上 記 の解釈 を
とるカソ ト学派の認識論を 「純粋に恣意的に規定されたもので誤 った立場」で
(4)
あると論難 している。ディースターヴェークの見解はこの解釈 と全 く対 立 す
る。かれは,「 高次の精神活動」の発生 ・発達過程を分析 し,こ の精神活動中
の主導的活動の発達を教育学の相において解明すること,換 言すれば 「高次の
精神活動」の発達を先導する主体の契機は何かを発生的に分析すること,こ れ
を 「教育科学」の最基本的要件 とみな していた。従って,か れの発達分析は,
なに よりも前に,素 質そ のものに向け られ ざるをえなからたのである。
一方,伝 統的な神学界では原罪遺伝説が採 られてお り,こ れは教育界に絶対
的な支配力を もっていた。一般民衆はサクラメン トを形式的,制 度的に享受す
ることによってのみ,宗 教的,従 って人間的(人 格的)回 心を外から儀礼的に
承服 せ しめ られた。一般 民衆 に許容 され る発達可 能性 とい う観念 は この枠 を決
(5)
っ して出 る ものでは なか った。 まこ とに,r天 性 と精 神一 そ れは クリス ト教
(2)梅 根悟,「 近世教育思想史における自然概念及び合 自然性原理の発展」,『教育史
学の探究』講談社1966.74頁 。
(3)OberdasAngebQrne.SamtLWerke.3.Bd.s.449.
(4)。Wegweiser"1835.S,90.1838.S.107.1844.S.140.1850.S.196.
(5)プ ロイセン教育史において,こ の原罪遺伝説が教育政策の理念として明確にとら
れたのは1754年 のいわゆるミソデン条令である(従 って1763年 の 「一般地方学事通
則」も同様である)。その第14条 を特に参照されたい 一 「児童が,人 類が創造当
初に賦与せ られ而 してその後の悲 しむべき堕罪と神からの離反のために喪失せし神
の似像にもとついて,神 の力強き御扶けに依 りて再び改新される」(田 中昭徳訳に
従 う。 『プロイセソ民衆教育政策史序説』風間書房1969.249/5頁)。 こうした発達
観にもとずく教育課程はルター派の教会礼典にほぼ応じている(祈 り→讃美歌→主
の祈り→教理問答→聖書の若干の章句の読み→スペル→週間箴言一→教師の訓戒.第
11条)。そ してここで採用される方法は教師の厳格な統制のもとでの反復 ・暗論であ
る。この方法は生徒の人格支配にとって極めてす ぐれたものであった。一 祈 り・
讃美歌 ・主の祈り ・教理問答書等々から抽出せられた教理=規 範体糸は,教 授過
程において言語の感化的要素一 リズム(讃 美歌 ・祈り)に よる反復 ・暗論といった
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徒 にい うべき言葉 じゃない。・・'…天 性は罪悪で あ り,精 神 は悪魔で ある」(ゲ
(6)一 テrフ ァース ト』,宰 相 の言辞)。 こ うした発達 観に立つ教 育論は極 めて簡
明で ある。例 えば,こ の ゲーテを憎 悪 し,デ ィー スター ヴェー クの論敵 で あっ
た神学者 プス トクーヘソ(Pustkuchen,JohannFri6drichWilhelm.1773-1
834)は,教 育理念 は 「下層民衆 の従順性を 滴養 し,上 の階層 の人 々に対 して恭
順で あ るよう に教育 す るこ と」 でなけれぽ な らない,と 強 調 して いた(Kritik
(7)
defSchule.Bremen1824)o
デ ィース ター.ヴェー クは原罪遺伝説 に全面的 な批 判をす る。r指 針』2版 の
序文にお け る 「しか し宗教は どこに存在す るのか?」 で始 まる箇所 は この批判
の端緒 を切 るものであ った。 この箇所が かれの メールズ ・ゼ ミナール所長時代
の弟 子であ るエム メ リッ ヒ(Emmerich,LP.D.1808-77)によって激 しく攻
撃 された こ とは周知 の事 実であ る。 デ ィースター ヴェー クは 『指針』3版 で こ
の攻撃に応 え るた めに,あ の批判 の意図を,改 め て,次 の よ うにのべ てい る一
「問題は 神学の教義 が教 育学 め 自立性 と従 属性 にかかわ ってい るこ とで ある。
教育 学 は 自立的科学 であ るのか,或 いは今 日及 び永遠 に最高の原理 を神学か ら
(8)'
借 りなければな らないの か」。つ ま り,か れ のあの批判 の核 心は,素 質をい わ
ば神 的な不可知 な,後 天 的変 異性を認 めない もの と解 釈す る発達 観を否定 し,
素 質に正当 な科 学の光を 当てなけれ ば人 間の発達 は宿命論に陥 って しま う,と
い うところに あ った。
ヒ
　
方 法 を 厳 格 に 操 り返 す こ とに よっ て,生 徒 の思 考 ・感 情 ・意 志 を 制 御 し,一 様 な 行
動 様 式 を 引 き出 す。 更 に 教 理 二 規 範体 系 は 「多 値 的 な 思 考」 を 排 し 「二 値 的 考 え
方 」(S.1.宜ayakawa)を強 要 す る ことに な り,結 果 と して生 徒 に反 論 を許 さぬ 思
考 の一 義 性 を 作 り出 し,か れ の 現 実認 識 を 破 壊 し,批 判 的知 性 を 閉塞 状態 に お く。
こ うした 方 法 は く主 〉 に対 す る絶 対 的 服従 と所 与 の 環境 ぺ の無 条 件 的 適 応 を 同時 に
自覚 させ る ことに 極 め て有 効 に 作 用 し,国 王 へ の 人 格 的 結合 の心 情 を 具 体 的生 活 の
場 面 で 農 民 に作 り出す 上 で 重要 な意 義 を もつ もので あ る。 ミンデ ン条 令 及 び一 般 地
方 学 事通 則 の歴 史 的 意 義 は,こ う した 解 釈 に 立 てば,プ ロイ セ ソ史 の上 で 看 過 しえ ・
ない 位置 を担 うも ので あ る。
(6)相 良 守 峯 訳,岩 波文 庫 版,第 二 部,24頁 。
(7)UberPhilanthropinismusundHumanismusinbezugaufdieinunserer
Zeitentsteh6nden(H6heren)BUrgerschule.In:Rhein.BL,Jg.1830.
Samt1.Werke.2.Bd。S.17.
(8)。Wegweiser"184墾.S,127.
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こうした当時の教育界の閉塞的状況を打開す るために も,か れの発達分析の
対象は,ま ず第一に,素 質に向け られたのである。'
(2)
デ ィース ターヴ ェー クは,「 人 間素質 に 関す る最 も重要 な表 象はそ の発 達の
(9)
法 則が人 間素 質の うちに且 つそれ とともに考 え られてい る」 こ とで あ ると指摘
し,次 に この 「法則」 は 「遺伝 原理 」(genetischesPrinzip),「発生 原理」
、 ⑩(
Entstehungsprinzip)そ の ものに規 定 され てい る,と 予測 してい る。
この興 味あ る指摘 はr指 針』初版 で始 めて示 されたの だが,し か し残念な こ
とに,か れは この原理 につい て具体的に論 じるこ とがで きない と告 白 し,2版
以降 も 「人間学は この秘密を まだ十 分に解 明 してい ない」 とのべ ざ るをえなか
⑪
った 。当時,遺 伝 学以前に あ って,遺 伝 の機 制は全 く未 知の世界 であ った。従
って,心 理学,人 間学は こめ分析を放棄せ ざるを えなか った。 デ ィースター ヴ
ェー ク自身 も,か れの以下 の言葉を読 む と,素 質 の機制 の分析 を,結 局,放 棄
ヴエ　 ゼン
したかの ように受けとられる一 「素質の実 体を容易に把握できるもめでは
ない」。従 って,「 なん らかの方法」で 「観察」する以外にはない。 しか しこの
　
「観 察 」 に も 問 題 は 残 る 。 と い う の は,「 観 察 」 さ れ る 素 質 は 「発 達 し た 素 質
で あ っ て,全 て 作 り あ げ ら れ た 以 前 に 存 在 す る 純 粋 な 素 質 で は.も は や あ りえ な
い 」 か ら で あ る 。 こ の よ うに,「 素 質 の 概 念 に は,確 か に,無 規 定 性 が つ き ま
⑫
と っ て い る」。
だ が,後 段 で の べ る デ ィ ー ス タ ー ヴ ェ ー ク の 素 質 分 析 は 上 記 の 「無 規 定 性 」
を 克 服 し,す ぐれ た 成 果 を 示 す 。 か れ 自 身 の 「観 察 」 の 正 確 さ と,そ れ を 操 作
す る 分 析 力 の 鋭 さ を 指 摘 せ ざ る を え な い 。
(3)●
デ ィ ー ス タ ー ヴ ェ ー ク は 素 質 を 次 の よ う に 定 義 づ け る 。 「外 物(Dinge)及
(g)"Wegweiser"1835.S.73.11838.S.91.1844.S.121.1850.S.176.
⑩ 。Wegweiser"1835.S.74.1838、S.92.1844.S.122.1850.S.176.
⑪ 。Wegweiser"1838.S.90.1844.S.119.1850.S.174.
⑫ 。Wegweiser"1835.S.70.1838.S.89,1844.S.118,1850。S473.'
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び外由世界の事物の状態」か ら刺戟を受ける 「多標姦感寛あ俸桑(Sinnessy蝕
⑬
tem)」 で あ る。 これは 「生 得的」 な もので あ り, 新隼児 の 「発生 とともに 与
α4
え られた もので ある」。r指 針 』 では 「肉体的諸器 官」に もとず く 「感受 性」
⑯
(Empfanglichkeit)と して示 され てい る。
この よ うに,デ ィースター ヴェー ク.は素質を 「肉体 的諸器官」と結合 した「多
様 な感 覚の体系 」=「 感受性」 とと らえ,こ れを,通 常使 用 され てい る素質 と
⑯
敢 えて区別す るためセr,「 原素 質
⑰ 」(U「anlage)・ 或 いは ・『指針』3棚 降で「自然
素質 」(NaturanIage)とい う用語 で示 してい る。1 ㈹
魑さ
て,「 原素質」 ぽ 「精神的 諸形 態」 の 「後 天的 な根源 ゴで あ り,「 土台」
⑲
と分析 され る。 「原素質」 は,上 記 のそ の特質を特 に強調す るた めに,「 潜勢
力」 .(・…n。)'・ も表 現 さ調 「潜勤 」は,r指 針 』 ・版以 降で明確・ さ
れ るが,字 義通 り,「 発達 の可能性で あ って,い まだ発 達の実現 ではない」 の
⑳
で あ る。 これ について今少 し補 足 しなければ な らない。かれは,別 の ところで
「素質(の 発達甲M.M.)は 止 ま ることは あ るが,発 達 す るこ とは できない」・
囲....。...⑳
とのべ,続 け て 「素質は まだ能力では ない」 と分析 してい る。 この引用文 中,
　 　
力 点 を 添 え た 箇 所 は 極 め て 重 要 で あ る 。 か れ に よ れ ば,「 潜 勢 力 〕 は,「 能 力 な
⑬UberdasAngebome.SamtLWerke.3.Bd.S,451.Hervorhebungvon
mir-MM.
⑭ 。Wegweiser"1850.S.175.
⑮"Wegweiser",1835.S。87.Hervonhebungvonmir-M.M.デ ィ ー ス タ ー ヴ ェ
ー クが 「感 受 性 」 を こ の よ う な 意 味 で 最 切 に 使 用 した の は1829年 論 文,,Oberden'
BegrifεunddieNotwendigkeitdesLebeninIdeen"(In:Rhein,BL,Jg.
1829.)で あ る と 思 わ れ る 。 こ の 中 で 次 の よ う に の べ ら れ て い る 一 「感 覚 の 領 域 に
お い て 精 神 は 殆 ん ど 感 受 的(rezeptivod.empfanglich)にす ぎ な い 」(Samtl..
Werke.1.Bd.S.480.)。
⑯UberdasAngeborne.Samt1.Werke.3.Bd.S.451.
㈲,,Wegweiser"1844.S.120.1850.S.175.
⑱UberdasAngeborne.Samt1.Werke.3.Bd.s.450.
⑲"W6gweiser"1835.S.70.1838.S.88.1844.S.118.1850.S.172.
㈲,Wegweiser"1835.S.88.1838.S.92.'
⑳ 。Wegweiser"1844.S.120.1850.S.175.
〔2勃FortgesetzteBetrachtungundFolgendesPrinzipsderNaturgemaB.
heitIn:Rhein.B工,Jg.1831.S註mt1.Werke.2.Bd.S.296.
⑳Ibid.,S.270.Hervorhebungvonmir-M.M.
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い しは活動へ の可能性 の(現 実的 な)基 礎」にす ぎない のであ る。
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(4)
さて,そ れ では 「潜勢 力」はいか な る心理的特 性を 内有 してい るのか。 これ
につ いてデ 考一スターヴ ェー クは,「 潜 勢力」は 「一定 の基 本的特 性(Eigen・
tUmlichkeit)」 を 具有 して い る,と 分析 し,次 の三 点を あげ てい る。
① 刺戟に たいす る感受 性(Reizempfanglichkeit),
② 刺戟 の把 握,保 持,再 生(Reproduction),
③ 上 記①,② の活動 の 「速 さ」を規 定す る 「活 動性」(Lebendigkeit),の
㈱
「一定 の段階 」。
この特 幽 ま,実 は,あ の 「感覚 の体系」 の 「一定 の段階 」にお け る 「特性」
で あって,「 生後 数 カ月 と数週間で急速 にかな りの高 さに まで高 ま り」,人 間の
㈱
発達 の第一 段階 を徴 す。そ して,こ の段階 において,上 記の心理 的特 性は 「感
覚的一 自然 的衝動 と欲 求」に もとず いて 「運 動 し,栄 養 を摂取 し,合 自然的に
存在す る」た めに必須な活動,す なわ ち基本 的な反射活 動 と して新 生児 ・幼児
佗7}
の全活 動の うちに現われ る,と 分析 され る。
こ うして,デ ィースター ヴェー クは 人間をそ の誕 生の一歩か ら 「肉体的諸器
官」と 「多構 騨 の体謬 と齢 飢 た 「全一体」ないしは「完全な続 体」
として とらえたのである。一 尚,新 生児 ・幼児段階におけ る発達分析は次章
で改めて示 される。
(5)
さて,か か る,「潜勢 力」は あ らゆ る人間に とって無条件 に.「同一」 な もので
(29}
あるのか,そ れ とも 「多様」 であ るのか 。
⑳"Wegweiser、 、1835.S.70。Hervorheりungvonmin-M,M.
⑳UberdasAngeborne.Samt1.Werke。3.Bd.S.451.
㈱ 。Wegweiser"1844.S.139.1850.S.195.初版(S.89。)及 び2版(S.106.)で
は 「生 後 数 週 間 」 と な っ て い た 。
鋤 。Wegweisen"1844.S.129.1850。S.184.
⑫81。Wegweiser"1835.S.87.1838.S.104.1844.S;137.1850。S.193.
(29}"Wegweiser"1835.S.70.1838.s,89.1844.S。118.髄1850.S.173.
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かれは,ま ず第一に,「 あ らゆ る人間において人閲的素質は……ひとつであ
り且つ等 しい」 とのべ,上 段であげたあの心理的特性をもつ 「潜勢力」は人間
に固有な属性であると考え,こ の点は否定 されてはな らない と強調 している。
新生児は,正 常な常態では,上 に指摘 したように,あ の 「完全な統一体ゴに他
な らないのである。
第二に,か れは,上 記の点を前提 として,人 間は 「根源的に多様」であると
と指摘する。かれはこれを説明するために新生児の場合を例にあげている。新
生児は各人多様である。これは経験的に 自明なことである。新生児は 「初めて
成長する存在 としてではな く,す でに成長 している存在一 発達の始点をす ぎ
ている存在一 としてあらわれる」。 従 って,新 生児がそれぞれ多様であるの
8①
は,か れ らが 「根源的に多様」であるとい う前提がなければな らない。つま り
..。..。(31)
新生児は 「一定の固有性」(bestimmteEigentUmlichkeit)をもってあら
われる。これは,既 に明白なように,「 肉体的諸器官」に もとつ く基礎的な反
射活動の固有性 として現われる。そ してその実体は先述 した 「潜勢力」の 「一
定の基本的特性」が各新生児の全活動のなかに現われる 「段階」の相違,『 指
㈱
針』3,4版 で示 される 「感覚的エネルギーの多様性」に他ならない。そ して
「個体問の発達のさいに現われる」 この 「多様性」は 「無限」であ り,従 っ一て
㈱
発達 と陶冶の 「種類と段階」も 「数え切れない」多様性が存在するのである。
(6)1
さ て,こ こ で 改 め て 問 題 と な る の は 前 述 した 次 の 見 解 で あ る 一 「素 質 は ま
だ 能 力 で は な い 」,素 質 は 「能 力 な い しは 活 動 へ の 可 能 性 の(現 実 的)基 礎 」
で あ る。 つ ま り,こ の 「可 能 性 」 は ど の よ うに 考 え ら れ て い る の か 。
㈹,,Wegweiser"1835.S.71.1838.S.89.1844.S.119.1850.S.173.以上 の指 摘 は
全 く自明 な ことで あ り,そ して改 め て 説 明 す る程 の内 容 を示 してい るわ け で は ない 。
但 し,既 述 した 原 罪 遺伝 説 は か れ の この 見解 を全 く排 除 す る こと に よ って 成立 し う
る もの で あ る った 。
61)Ebenda.Hervorhebungvonmir.-M.M.
(32)"Wegweiser"1844.S.129.1850.S.184.
(33}"Wegweiser"1844.S.131.1850.S.186.
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デ ィース ター ヴ ェー クは,素 質 には 「一 定の方 向を もつ発達 への衝動(Tr・
{3哩)
ieb)」 が 内在 してい る と分 析 してい る。 この「衝動」は新生 児におけ る前 述 した
「欲 求」 に他 な らない(r指 針』3,4版 では これを 「自然衝動」 とも表 現 し
1(35)
てい る)。 新生 児は,通 常 の活動にお いて,そ の 「欲求」 を 「『自由な活 動に よ
㈱'
って貫ぬ く」。従 って,「 そ れぞれ の素質 か ら全 てが成生 して くるので はな く,
そ れ へ の 衝 動が素質 の うちに存在 す る ところの ものが成生 して く る の で あ
る」。そ して 「衝 動」は 「あ るものへ の無方 向の衝動 では な く'して,一 定 の.方
⑳向を も
つ発 達へ の衝動 」で ある。
コ 　 　 　 　 　 　 　 　 　
しか し,か か る方 向性を有す る 「衝 動」 は 「そ れ 自身外か らの援 助な しで発
.......。.....(38}
達す る状 態に あるのではな い」。 この引用箇所 は,「 感 受性は外 か ら活動を先
導 され るr(erregtwerden)ない しは方 向づけ られ る(bestimlntwerden)
69}
力で ある」 とい う分析 を前提 としてい る。実 は,こ の 「外 か らの援 助」がデ ィ
ース ター ヴ ェー クの 「教育科 学」論 の中枢的位置 を担 う 「先導 」(Erregung)
1{4①
概念 を用 意す る ことにな る。 「先 導な くして発 達は あ りえない」 のであ る。 こ
うして,発 達 の可能 性は 「先導 」に よって現 実性を もつ こ とに なる。つ ま り発
達 の可能 性は この 「先 導」如何 に よって左右 され る。但 し,「 先導 」の質 と形
態は発 達 段階に よって異な る。 次章で のべ るよ うに,発 達の第一段階(0～ 数
ヵ月数週 間)で は 「不 随的 ・無意 図的に 自然環境(Naturumgebung)」が「先
(41}(42)
導⊥ す るこ とにな る。 この段階 は 「外 的先 導に拘束 されて いる状 態」で あるか
らで あ る。そ の後 の段階では,「 意 図的」な教育 と主体 内部 の心理的機制 を変
(姻
革す る主要な契機である自己教育 とが 「先導」することになる。従 って,か れ
は,教 育に 「先導」を組織 ・統制する任務を与え,「 教育は先導するζとであ
㈱ 。Wegweiser"1835.S.73.1838.S.91.1844.S.121。1850,S.175。
(35)〔36×3の。Wegweiser"1844.S.129.1850.S.184.
〔38)Ebenda.Hervorhebungvonmir.-M.M.
〔3勃Wegweiser'1835.S.99.1838.S.116.
(4①Wegweiser'1835.S。73.1838.S.91.1844.S.121.1850.S.175。
〔41}Wegweiser'1840.S.120.1850,S.175.
〔4勃Wegweiser'1835.S.92.1838.S.108.1844.S.141.1850.S.197.
㈱Wegweiser1844.S.120。1850.S,175.
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傾}
る」 とい う見解 を提示す るので ある。か くして,発 達嫡教育 に よって 「先 導」
され る ことにな る。そ して,こ こか ら,デ ィース ター ヴェー クの次 のテーゼが
(45)
出て くるのであ る一 「教育理論 は先導 の理 論で ある」。
実は,他 な らぬ,こ の 「先導」 理論 こそ が,「 合 自然 性」原理を 「教育 科学」
の カテ ゴ リー として位 置づけ る ことを可能 な ら しめた根 拠にな ってい る。 「教
育科学 」は この理論 化に よって始 めて発 達研 究をそ の固有 な,し か も最基礎 的
な部 門 として位 置づけ る ことが可能 にな った ので あ る。一 但 し,こ の「先導」
理 論の具体的分 析は 「教授 学」(Didakt玉k)の 対 象であ るので,本 稿 では蕎
及 す るこ とはで きず,次 稿に委 ねなけれ ばな らな い。
皿章 「高次精神活動」 の発達段階
(1)
デ ィー スターヴ ェー クは 『指針 』初版 で発達 には 「そ の活 動の段階 」があ る
(1)・
と指摘 し,更 に3版 で 「発達段階,あ るいは発達 時期 につ いて何 らか のは っき
(2)
りとした ものを確立 」 しなけれ ばな らな い と再度強調 してい る。 しか し一方で
は,3版 の上 記 の引用箇所に続 いて,「 子 どもの生活は どの よ うな方法 にせ よ
(3)
は っき りと線引 され た時 期を経 るものでは ない」 とも断 わ ってい る。 しか し,
この両者 は決 して矛盾す る ものではない。 かれは3・4版 で初 ・2版 よ りも発
達時期 を一 層明確 に してい る。つ ま り,か れ の主張 の核 心は前者 にあ った ので
あ り,こ の主張は,確 かに,か れの発達分析 上の方法 に直 接かか わ って示 され
た ものであ る。
かれ は,上 にあげたr指 針 』初版 の引用箇所に続 けて,こ の段階 は 「量 的」
(4の。Wegweiserl'1835.S.73.1838,S.91.1844.S.121.1850.S。175.
㈲Ebenda.更 に1844.S.204.の 脚注.
皿 章 ・
(1)。Wegweiser"1835.S.81.
(2)。Wegweiser"1844.S,151.
(3)。Wegweiser"1844.S.151.1850.S.206.
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●● ●..(4)
な積み重ねではな くして 「質的」な変化である,と 分析 している。この指摘は
極めて重要である。既に何回かのべた ように,か れの発達分析は 「高次精神活
動」の発生過程を解明することにあった。実は,他 ならぬ,こ の発生過程は こ
うした発達段階の 「質的」変化の法則性を解明することによって,明 らかに さ
れる。これがかれの分析上の基本的視点を形づ くるものであった。従って,こ
の 「質的」変化の法則性を より正確に分析するためには,前 出したように,精
神活動の 「発達段階あるいぼ発達時期」を明確化すると同時に,各 段階 ・時期
における固有な精神活動を抽出 しなければならないo
こうした分析上の視点を措定することによって・次に解決 しなければな らな
い課題は この視点を具体化ナる方法である。
り 　 の
か れは,段 階 ・時 期を分析 す るに あた り,「 精神活 動 の発達 におけ る多様 な
.● 。.。 ●....。.● ・..● ●●o(5)
形態 を よ り一般的 に とらえなければな らない」 とのべてい る。つ ま り,各 段階
にお け る精神諸活 動の形態上 の現われを記 述す るのではな く,各 段階 におけ る
　 コ リ 　 　 コ
そ の活動 の主導的契機 を分析す る方法が採 られた。 この契機は個別 的に在存す
る心理 的要 素で はな く,一 定 の段階に おけ る全精神活動 に本質的 な作 用を及 ぼ
す中核 的機能を もつ もので あ る。 『
主導的 契機は 情調 ・感情一意 欲の活動 の系 と認識 の活 動 の系の二つ の心理 的
機能 よ りな り,こ の二つ の系の活動 が相 互に一定 の関係 を結 びなが ら,各 段 階
におけ る精 神活動 の主 導的機 能を形 成す る。それ が 「感 受性」(Empfanglich
keit)と 「自己活動」(Selbsttatigkeit)で ある。 勿論,改 めて縷言す る ま
で もな く,「 感 受性」,「 自己活動」 はそ れ 自身完結 した心理 的形態で はな く
各段 階にお いて二 つ の活動 の系 の一定 の関係 に よって固有 な主導的 活 動 を も
っ。発 達には 「そ の活動 の段階 」が あ るとい う前 出の引用箇所 は,実 は,各 段
階 におい て この固有 な主 導的活動 が存 在す る とい うこ とに他な らない。 換言す
れば,発 達段階 ・時期は この主導的 活動 の現 われに よっ決 定 され る こ,とにな る。
「精神的活動 」(geistig6sLeben)は各段階 におけ る固有な主導的 活 動 の
(4)"Wegweiser"1835.S.81.Hervorhebungvonmir.-M。M.、轟
(5)"Wegweiser"1844.S.151.1850.S.207.Hervorhebungvonmir.-M.M.
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「質的」変化 として とらえるのである。
　 バリ
かれは この発達段階を三段階に分けている。以下では各段階にそ くして分析
される。
.(
2)
〔第一段階 〕
(6)
この段階 は0歳 ～数 ヵ月数週 間の時期 を画す る。前章 で述 べた よ うに,新 生
児 ・乳 児は 「感覚 的存 在」(sinnlichesWesen)セこす ぎず,「 感覚 的一 自然
的衝動 と欲 求」(sinnlich=natUrlichTriebeu.Begierden)をもち,「 運(
7)
動 し,栄 養を摂取 し,合 自然 的に存 在」す る。新生 児 ・乳児 の活動 は,上 記 の
操 り返 しにな るが、 「かれ の欲 求の ままに欲 っす る」,す なわち 「かれ の欲 求,
かれ の 自然衝動を 自由な活動 に よって貫 き,貫 かなければ な らない」。 それ故
(8)L
に,か れの活動 は,常 に,「 自由な発達 を欲 っす る」。 こ うした特性 を有す る
いわば内部的動機 の基 礎は,勿 論,「 潜 勢力」 のあの 「一定 の特 性」で ある。
だが,こ の内部的動機 は 「外的刺 戟に拘束」 され てお り,そ れ 故に新生 児 ・
(9)
乳 児は 「外 の世 界に従属 してい る」。 「自然衝 動」 と外 的被拘束 性を徴す この
⑩
時 期の発達段階 は 「感性 」の段 階 と分析 されて いる。そ して,こ の 「感性 」 こ
そ が,他 な らぬ,こ の段階 の感 受性 であ り,新 生児 ・乳児にお け る発 達 の主導
的 契機を形づ くるので あ る。
　 　 　 　 の
こ う した 分 析 を も と に,か れ は,3・4版 で 新 た に,前 出 し た 原 罪 遺 伝 説 を
全 面 的 に 論 難 して い る 。 一 「キ リ ス ト教 教 義 は 人 間 の 子 ど も を 生 得 的 に 堕 落
して い る,す な わ ち 。原 罪"と 称 し て い る 」,「 しか し,子 ど も の 不 服 従,我 意
等 が 人 間 本 性 の 堕 落 の 承 認 を 要 求 す る の か ど う か に つ い て は 更 に も っ とた ち 入
⑪
っ て 検 討 さ れ る に 値 す る も の で あ る 」。
デ ィ ー ス タ ー ヴ ェ ー ク に よ れ ば,「 子 ど もは 生 れ つ き 利 己 主 義 者 で あ る 。 こ
(6)"Wegweiser"1844.S.139.1850.S.195.
(7)(8)。Wegweiser"1844,S.129.1855.S.184.
(9)⑩ 。W・gw・ 鼻・e・"1835.S.92.1838.S.108:1844.S。141.1850.S.197一
⑪"Wegweiser"1844.S.128.1850.S;183.
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⑫1
の利己主義 は本質的 には 子 ど もの本 性に属 してい る」。 とい うのは,あ の 「自
然衝 動 と欲求 」は本来 「自分 自身 に注意を払 い,空 腹 ・乾 き とい った要求 を充
⑬
たす 」 ごと く,「 利己 主義」 の現 れに他な らない。 この 「利 己主義」は,実 は
　 　 　 　
人間 の意 識の初発 の形 態であ り,他 者にた いす る 「共感」(MitgefUhl)を 産⑭
みだす心 理的モ メソ トであ る。 同時 に 「利己主 義」に よっていわゆ る 「不服 従
及 び我意 」 も現われ る。 とい うのは,こ の 「利己主 義」は 「さまざまな抑 制
(Hemmung)に 遭 遇す る」 一 た とえば,「 両親(母 親)の 無知,子 どもの
本性及 び子 どもの教育 につい ての誤 った考 え,生 活手段 の欠先,制 約 された生
活状況,社 会的 な諸状況 」で あ る。かれに よれ ば,「 不服従及 び我意 の現 われ
は個 々の子 どもの抑制 と自然 力 との大 きさに比 例す る」。 従 って,「 何 らか の
制 約にた い して強 く反作用 」す る子 どもこそが,強 い感受性を 有 してい るので
あ り,逆 の場 合にはそ の後の発達 に とって 「殆 ん ど期待 されない存在で あ る」,
㈲
とい う分 析が加 え られてい る。
この よ うに,デ ィースターヴ ェー クは,利 己 主義及び我 意は感受性 の心理 的
相 として発生す るものであ り,し か も発達を促す 動因 とな ってい る と分析 し,
これを生得的 な もの とみ な し,更 に。原罪"と 規定す る見解を厳 しく斥けた ので
ある。
さて,こ の段階に おけ る感受性 は,既 述 した よ うに,そ の後 の発達に とって
「土 台」 とな る ものであ る。従 って,こ の感受 性の発達が歪 め られ る と,発 達
に重大 な障害 が発生す る。 この分析 は4版 で始 めて示 され る。つ ま り,こ れが
「過度 に緊張 され る」 場合 には,不 可避的 に,そ の後に な って感受性 の 「塵
弱,そ の後 の活 動の低下 があ らわれ る」。 この発 達遅 滞は と くに 「肉体 的成長期
に ある年齢 にお いて精 神簿弱(Bl6dsinn),消 粍性疾患(Schwindsucht)を腎 ⑯
作 りだす 」主因 とな る。 しか し,か れは,,こ の分析に よって,か か る障害 が全
く発達不 能で ある と断言 して い るのではな い。 これにつ いては直接的 に解 明 さ
⑫ 。We皇weiser"1835.S.79.1838.S.97.
⑬⑭ 。Wegweiser"1835.S.79.1838.S.97.
鱒"Wegweiser',1844.S.129.1850.S.154.
⑯"We塞weiser"1850.S.188.
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ているわけではないが,し か しかれは,「 同一個体」における感覚運動能力の㈲
相互補完作用一 例えば,「 強い視覚体系は通例弱い聴覚体系 と結合 している
ことカミみいださる」一 に着目してお り,感 受性の前出 したあの 「一定の基本
的特性」が再生されることによって,こ れが発達可能性を もち うることに十分
に識 している・か浦4版 跣 だつ2版 の序で・ 「盤 者(Taubstumm鴇
及び盲人教授」 は まさしく 「人道」(Rumanitat)に 鋭 く関わ る問題で あ る
と指摘 しているが,これは,上 段の分析 とともに,前 稿で操 り返 し強調 した こ
とであるが,か れの発達論の中枢的な問題意識を形づ くっていた。
(3)
〔第二段階〕'
この段階には7～9歳 までの長い期間があて られているが,3・4版 では こ
の時期が更に%歳 によって区切られている。従って,ま ず～%歳 の時期か らと
りあげなければならない。 この段階において,前 段階の感受性に質的変化があ
　 　
らわれる。すなわち 「潜勢力」を「土台」として新たな能力の形成がみ られ る。、
個別的な反射活動の段階から感覚運動能力の形成へ移行する。 ⑲
感受性は 「外官」(auBererSinn)を 介 して 「外的自然」 に向け られ る。
「外官」は 「肉体の諸器官,つ まり5官 を必要」 とし,こ れによって外物の表
象を獲得する水準の感覚運動である6こ れは,刺 戟にたい して反応する 「肉体
的鞠 と区別 す るた めに・ 「麟 的感 覚」(・ ・量・tig・Em・ 且・d・ng)と も称
される。但 し,こ の段階の初期における感受性は,知 覚が感情と一体 となって
⑫1}
独立 した心理的機能 となっていないため,感 情的活 動か ら自立 しえていない。
しか し,感 受性の活動は 「外的自然」に働きかけることに より,「 は っき り
とした感覚」 「ひとつひ とつの直観」及び 「快感」(LustgefUhDを 作 りだ
囲
し,そ してこれが幼児に 「意識」されるようになる。 「感覚一直観」 と「快感」
㈲UberdasAngeborne.Samt1.Werke.3.Bd.S.451.
⑱ 。Wegweiser"1838.VorworしSXXXI・
⑲ ㈹"Wegweiser"1835。S.101.1838.S.117.
⑫1)"Wegweiser"1844.S.169/170.1850.S.225.
四"Wegweiser"1844.S.141.1850、S.196。
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との関係は重要である。
「快感」は 「精神を刺戟する活動」のひとつ と考えられている。すなわち,
　 　 　 　
「快感」は感覚 と表象との間に一定のよろこび(効 果)を 作 りだ し,こ れによ
って幼児は始めて主体的に心理操作をお こない,か れが現実場面 ・状況に積極
　 コ 　
的に働 きかけ る最初 の モ メソ トを作 りだす。 つ ま り,「 快 感」は,後 に「意欲 」
コ 　 　 　
へ発達 す るこ とか らも窺え る よ うに,後 段で のべ る直観 の操作 を促進す る心理
的 モ メソ トと分析 され る。それでは ここで い うく よろこび(効 果)「〉〈促進 〉
とは何 を意味 しているのか。か れは これを端 的に 「衝動」(Antriebeod.Im・1 ・ ⑳
pulse)と い う表 現で説 明 してい る。 これは 「精 神の実践的能 力」の 「要 素」
とみ な され,「 行為 の 目的 を示 す」精神活動 であ り,明 らかに状況的場 面への
適応 の能力 と考 え られてい る。そ して,上 段 で若干示唆 した よ うに,こ れは「意
欲」 ρ発 生的 モ メソ トと規定 され る一 「衝 動は今 まだ意欲 では.な くして,そ
㈲1
れを作 り出す ものであ る」。'
一方 ,直 観 は対象か らの刺 戟に よって得 られ る多様 な具体的印象 の複合,「 直㈱
接的 な表象 」で ある。但 し,こ の段階 の直観 は直 接的経験 において見い 出 され
た事実 的結 合を基礎 に してお り,従 って視覚的 ・状 況的場 面 と一体 とな った及
びそれ に強 く拘束 された状態に あ る。かれは こ うした水準 の直 観を「外 的直観」
と称 してい る。
ところで,か れの この分析 におい て留 意す べ き重要 な点は,直 観 の形 成に あ
た って 「注意 」(Aufmerksamkeit)の果す役 割が示 され てい るこ とで あ るb
か れに よる と,「 注意」は 具体的印象 を結 合 ・構造化 し,「 直接的表 象」を形
囲
成す る機能を果 す。 実は,他 な らぬ,こ の 「注意」 の機能 が上段で示 した 「快
⑳UberdieQuelleunsererEnkenntnis$eundul)erdas,,einzigrichtig"
VerfahrenbβiErweckungdesselbeninander-nゆsteinemAnfange
廿berdie=heuristischeMethQdeinderRaumlehre!In:Rhin.B1..Jg.1832.
Samt1、Werke.3.BdS65、
⑳ 。Wegweesr"1835S1051838.S.120.○
㈱"Wegweser"1835S1271844.S.145.1850.S.201.
㈱3,Wegweser"1844S1701850.S,225.
鋤 。Wegweser"1844S1661850.S.221/2。
⑳ 。Wegweserl'1844S152170.1850.S.208,225.
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感」及び 「衝動」 と密接な関連をもっている。つまり,「 快感」の機能である
あの効果は 「注意」の作用を有意的に促すモメン トとなる。更に,,こ の効果の
程度は現実場面への適応の水準によって規定されている。か くして 「注意」は
具体的状況との実践的関係のなかで機能する,と い うことになろ うげこうした
分析に立ち,,か れは,直 観は,ま さしく,「 見る うちに主体的活動を示 してお
⑳
り」 ∫事物を実践的な条件へ変える」 とい う見解を示すに至 るのである。
こうした分析をもとに,か れは感覚一直観及び快感を 「原能力」(Urver一
㈹
m6gen)と 規定す る。「原能力」は前段階の 「潜勢力」を 「土台」に して,新
たに獲得 された能力である。従って,こ の時期における精神活動は感覚一直観
と快 感との二つの活動の系によって規定される。かれは,端 的に,こ の二つの
活動の系を 「外界から生ずる.印象 と衝動に対する易動性(Erregbarkeit)」 と(3D
分析 し,こ の時期における感受性の内実を決定するものであるとみなした。
さて,第 二段階は%歳 か ら7～9歳 にかけて,質 的な飛躍を向える。その飛
　 　
躍 に 重 大 な 役 割 を 果 す の が 遊 び で あ る 。 遊 び は こ の 段 階 に お け る 発 達 分 析 の 主
座 に お か れ るo
「子 ど も は 遊 ぶ た め に 遊 ぶ 」 の で あ り,「 子 ど も に と っ て 遊 び は 自 己 目的 で
圃
あ る 」。 遊 び は ま ず 「生 活 遊 び 」(Lebensspiel)とし て 子 ど もだ ち の 生 活 の 中⑳
に 重 要 な 位 置 を 占 め る 。 「生 活 遊 び 」 は そ の 特 性 と し て 「自 由 な 遊 び 」(freies
㈱
Spiel>で あ る 。 遊 び は ま こ と に 気 儘 と 自 由 の 王 国 で あ る。 か れ は こ の 特 性 を
特 に 強 調 す る た め に 「生 き 生 き と した 遊 び 」 「空 想 遊 び 」(Phantasiespiel)
{3励,
と い う表 現 も使 用 して い る 。 こ う し た 遊 び は,9歳 頃 ま で,子 ど も の 全 生 活 中
(36)
の 中 枢 的 活 動 と な る 。
⑫g)"Wegweiser"1844.S.169.1850.S.225.
㈹UberdasAngeborne.SamtlWerke.3.Bd.S.451.
㈲ 。Wegweiser"1835.S.88.1838.S.105.1844.S.139.1850.S.194.
(3渤FortgesetzteBetrachtung.undFolgen...馳.SamtLWerke.2.Bd.S.287.
{33)。Wegweiser"1835.S.91.1838.S.108.1844.S.141.1850.S.196.
働 。Wegweiser"1844.S.153.1850.S.208..
(35b,Wegweiser"1835.S.93.、1838.S.110.1844.S.142.1850.S.198.
岡"Wegweiser"1844.S.153.1850.S.208.
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さて,「 生活遊 び」は子 どもた ちに 「自由な運動 性」(freieBeweglichkeit)
(37)
と 「空想 的な感動」(phantasischeBegeisterung)を作 りだす 。 この活動
..6'⑱ 。
をかれは 「想像力」(Einbildungskraft)と命名 した。 実は,'こ の 「想像 力」
こそ が この時期 の 「精 神の運動 」に新 しい質 的転換 を もた らす ので あ る。それ
故に,今 少 しこれ だつ いて説 明を加え る必要 があ ろ う。
子 どもは遊 びに おいてかれ の現実生活を 回想 ・模倣 し,虚 構的場面 を作 り出
す心理 的特 性を もってい る。 「自由な運動 性」 と 「空想 的な感動 」は 「物語 ・
童話 への 関心」,「 幽霊 に対す る恐怖心」 とい った想像 ・空想の世界 へ子 ど も
(3勃
を無 限に駆 り立 て,か れ の抽象 的な構成 力を飛 躍 させ るはずで ある。 この特 性
が子 どもの心理 的操作に全 く新 しい変 化を もた らす 。子 ど もは 「想像 力」 を 自
由に行使 す るこ とに よって,視 覚 的 ・状況 的場 面か ら切 り離 された状態 で現実
の場面を 随意に操作 して印象を 複合 し,そ れ を遊び とい う実践的活動 の局面で
再生 ・再現 す る。 こ うした子 どもの直 接的 な経 験か ら離 れた表 象を 操 作 す る
「想像 力」はかれ の思考の基本 的形 式 とな ってい く。 いわゆ る抽象 的思考一
⑳
かれ の言葉を援用 すれば 「内的直 観」一 の発 生を み るこ とが でき る。そ うし
ω
て,子 どもは 「瞬 時の行動 に もっぱ ら依存 す る状態 を越え る」 ので ある。
、だが,し か し,こ の 「想像 力」 は単純に 「操 り返 す」(wiederholende)
活動(「 再生的活動 」reproductiveThatigkeit)と「自由形成 的」(frei
bildende)活 動 に留 ま り,上 記p印 象の複合は 「主観的に新 しい ものを作 りだ
す」 のであ り,同 時 に多様な 印象 を具体的 な経験 の場面 か ら離れ て 自由に 「蘇
生 させ る」にす ぎない。従 って,「 想像 力」は 「所与 の事 実の結 合の更新」一
す なわち事 象間 の客 観的な,し か も本質的 な関連 ・関 係を作 り出す こ と一 に
幽
関与 す るもので はな く,真 の語義にお け る 「創造 力」 には至 らないので あ る。
G7)。Wegweiser"1835,S.93.1838.S.110.1844,S.142.1850.S.198.
88}Ebenda。HervorhebungvonmiL-M.Mパ
闘"Wegweiser"1844.S.153.1850.S.208.
〔4①。Wegwei6er"1844.S.166.1850.S,221/2,
(41}"Wegweiser"1835.S.93.1838.S.109.1844.S.142.1850。S.198/9.
(4勃,,Wegweiser"1835.S.106.1838.S.121.
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囎「本来
の抽象」はこの段階ではみ られない。
(3)
〔第三段階〕
この段階は14歳 ～16歳 までの時期に相当する。 この段階に入 ると 「感情」一
「意欲」 と 「認識」の二つの能力が形成されてくる。 これ らの能力は 「基礎的
(⑭
能力」(Grundverm6gen)と みなされ,こ れが形成される発達の水準は 「発
㈲
達の頂点」 と分析 される。そ して,こ の 「基礎的能力」の活動に ともない 「自
我」の意識が確立されて くる。
さて,r基 礎的能力」は相互に複雑に連関 し合って,一 つの精神活動 として
機能する。従 ってこれ らの能力は個別的に,他 の能力と切 り離す ことはできな
い。 しか し論述の都合上,こ れ らは分解 して検討され ることになる。そこで最
初に,「 感情」一 「意欲」について検討する。
感情の基本的な機能は,か れによれば,「興味」として現われ るσそ して 「興
コ 　
味」 は これが対 象 とす る外物 に一定 の価値 を付与す る。 この価 値意識 を ともな
った精 神活動が,実 は 「感 情」 と規定 され る。そ れ故に,「 感惰」は精神活動
に 目的性を与 え る 「志 向」(Bestrebung)と い う意識を不 可避的に 随伴 す る
ことに なる。かか る 「感情」をかれ は,糊 こ,「 意欲」(Wollen)と 規 定 し
〔46)
てい る。
ところで感情一意欲 は認識 の活動 と深 くか かわ り合 ってい る。 まず 第一に,
あ る対象 にたいす る一 定の イ メージ ・表 象 の心理的操作 が働いて いる。実は,
この心理的 操作に よって対象に たいす る何 らかの価値 意識が得 られ る ことにな
る。従 って表 象は 「感情を喚起 す る」 と分析 され る。そ して,次 に,こ の価値
㈲'
意識が対 象に積極的 に働 きかけ る 「志 向」 を産み 出す。 但 し,第 二 に,こ こで
閲"Wegweiser"1844.S.153.1850.S.209.
〔4の。Wegweiser"1835.S.90.1838.S.107.
㈲"Wegweiser"1835.S.94.1838.S.110.1844.S.412.1850.S.198.
(鼎7)。Wegweiser"1838.S.116.
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留意 しなけれ ばな らな いのは,「 興味 」が直 ちに対 象に能動 的に働 き か け る
(⑱
「志 向」を うながす のではない。対象 にたいす る価 値意識に一定 の 統 制 が 働
く。 この統制 自体 は 「判断 力」の機能 であ る と予測 され るが,か れ は こ れ を
(49)「認識能
力におけ る 自己統制(Selbstbeherrschung)」と称 してい る。 「自
己統 制」は この段 階に おける精神発達 の水準を決定 す る極 めて重要 な精神活動
であ る。 これ につい ては後 段で改 めて検 討 され る。
一方 ,感 情一 意欲は 「能 力を要求 し,そ して生 き生き とさせ る」機能,つ ま
り丁全精神活動 」を 「覚醒 す る」働 きを もつ もの と分析 され てい る。い わば感
情 ・志向一 意欲 は認識能 力の活 動を促進す る機能を担 うと理解 されてい る。 感
情一 意欲は,従 って,活 動 の動機,対 象にた いす る態度,つ ま り人格 の形 成に
とって基礎的 意義を もつ。
か れは感 情一 意欲 と認識 との関係 をほぼ以上 の よ うに分析 し,そ して この二
つ の活動が 「相互 に結 びつ きあ って活動 の統一(Lebenseinheit)をめ ざす 」
(5①
と考 えてい る。
次 に 「認識 」につい 二(検討す る。 こ こで示 され てい る 「認識 」 は概 念 的 思
考,換 言すれば科 学的思考 に他 な らない。そ こぞ,ま ず 最初 に概 念の発達 につ
いてのべ なければ な らない。
概 念は,か れの示す ところに よる と,次 の四段階 をへ て形 成 され る。 「感性
的単 純」(Sinnlich=Einfache)→「感性 的複合」(Sinnlich=Zusalnmen-
9esetzte)一 → 「抽 象的複合 」(Abstract=Zusammengesetzte)→
・ 励
「抽象 的単純 」(Abstract=Einfache)。
「感性 的単純 」は 「感 覚におい て感 性的対 象(sinnlicheGegenstande)
{5鋤 ●
の 全 く単 純 な 対 象 を 把 握 す る 」q花 一 ・ミラ を 例 に あ げ て み よ う。 ・ミラ 嬬 花 の 従
属(下 位)概 念 で あ る こ とは 説 明 す る ま で も な い 。 し か し 「感 性 的 単 純 」 は こ
{48X⑲ 。Wegweiser"1835.S.111.1838.S.125.
〔50)。Wegweiser"1835.S.100.1838.S.116、
{51}鯛"Wegweiser"1835.S.122.1838.S.137.1844.S.173.1850.S.229.
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の客観的結合にもとつ くのではな く,子 ども自身の知覚によって示 され た,
客観的結合に拘束されない,そ の意味で自由な主観的結合に とど ま る。 つ ま
り,バ ラー花は全 く等価の物 ・印象 として,い わば関連性を欠如 した状態で,
主観的に結合される。 こうして 「全 く単純な対象」が子どもの知覚に積み重ね
られる。 「感性的単純」が前出 した第二段階における直観の発生的水準に特有
な思考形式であることが想起されるであろう。
「感性的複合」 と 「抽象的複合」については直接説明されていない。それ故
に,関 連す る文脈か ら推測(解 釈)し なければな らない。 ここで示された 「複
合」は概念 とは異なる文字通 りの事物間の結合の形式,つ まり複合を 意 味 す
る。これについてはす ぐ後段でより明確になろう。
「感性的複合」は子どもの印象の中で確立 された主観的結合を越えて,直 接
的経験において見い出された事物問の具体的 ・事実的結合に基礎をお く。そ し
て この結合は事物間のある任意の特徴の近似性 ・類似性或いは対照性にもとつ
いておこなわれ ることになる。この複合の形式は,更 に進む と,あ る任意の特
徴か ら他の特徴への移行がおこなわれ,更 にこの特微そのものが拡散する。結
合のこの形式では,す でに,俺 観的事実的経験の枠を越えた とこで 思 考 さ れ
　 　 　 　 　 　
は じめてい る。 「感性的 複合」は,こ の段階をへ て,い よい よ,あ る対象 の一
定 の特 徴に もとず い て これに共通す る対 象をす べて選 び 出 し,対 象につ いての
一 般的表象 をえ るに至 る。だが,実 際 には,こ の一般的 な表 象は いまだ概念で
はな く,こ の表 象を結 合す る特徴は 無限定で あ り,デ ィース ターヴ ェー クの言
(53}.
辞を援用す れば 「無 限」であ る。つ ま りこの結 合には事物 間の本質的 な,一 致
した 関連 や関係 が反映 され てお らず,極 めて さまざまな事 実的根拠 に も とつい
てい るo
「抽 象的複合」は特 徴の具体 的結 合に支配 され る ことのない,抽 象的水準で
の結合 を基 礎 とす る。つ ま り,一 つの共通 の特 徴に もとついて結合 され る。 デ
(53)"Wegwelser"1835.S.121/2.1838.S♂137.1844.S.172.1850.S.228.
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イースター ヴェー クは この結 合 の形式 を次 の よ うに説 明 してい る一 「あ る対
　 　 　 　 　 　 　 コ コ 　 　
象ない しは出来事につ いての多様 性を統一す る関連性(Zusammenhang)を
認識す る こと」であ る。 実は,こ こで示 され た「多様 性を統一す る関連性」が こ
こで,言 うまで もな く,重 要 な意味を もつ 。 この 「関連 性」は,明 らかな よう
　 　 の 　
に,個 々の特徴を抽出す ることによってえられた一定の共通の特徴を示 してい
ると考えられる。先にも指摘 したように,こ の τ関連性」は,そ れ故に,知 覚
された個々の対象の視覚的 ・事実的結合の水準を越えた知的操作によって,ま
さしく,「 認識」される。 「抽象的複合」の発生に,あ の 「想像力」の果す役
割が,改 めて,指 摘 されなければな らない。
「抽象的単純」は 「もはや事物 と結びついているのではな く,そ れを抽象化
65)
し,(事 物の)個 々の特徴を抽象化 し,新 しい表象(概 念)を 形成」す る。「抽
象的単純」が 「抽象的複合」 と決定的に異なる点は,前 者が後者のあの 「関連
(5励
性」の 「内的必然性」に もとついていることである。この 「内的必然性」こそ
が・前にのべているように,事 物 間の本質的な,一 致 した関連'関 係に他なら
な い 。 上 記 の 「抽 象 化 」 は 事 物 間 の こ の 関 連 ・関 係 を 抽 出(分 析)す る こ と で
'あ
る 。 そ し て,こ の 抽 出 さ れ た 特 徴 を 総 合 す る 時 に え られ た 「新 し い 表 象 」 が
概 念 で あ る 。 概 念 の 発 生 は,か く し て,こ つ した 一 連 の 操 作 を 可 能 に す る 抽 象
的 能 力,す な わ ち 「反 省 ・概 念 能 力 」.(Renexions-oderBegr縦sverm6-
gen),「 い わ ゆ る 判 断 力(Urteilkraft)」の 発 生 と一 体 と な っ て い る 。 デ ィ
励
一 ス タ ー ヴ ェ ー クは こ の 能 力 を 「高 次 精 神 活 動 」(h6heresGeistesleben)
佃)(59}
と称 す る 。 「高 次 精 神 活 動 」 は10歳 な い し は11歳 を す ぎ て 形 成 さ れ,14歳 を す
働"Wegweiser1844.S.171.1850.S.226.・
{55)。Wegweiser1844.S.169.1850.S.225.
66)。Wegweiser1844.S.171.1850.S.226.
67)。Wegweiser1835.S.106.1883.S.121.
(5鋤 。Wegweiser1844.S.153.1850.S.209.
㈹,,Wegweiser1844.S.153/4.1850.S.209.ディー ス タ ー ヴ ェ ー クは 「高 次 精 神
活 動 」 は 決 っ して生 得 的 な もの で は な い と,2版 で新 た に注 を 設 け,ベ ネ ケ の発 生
理 論 を援 用 しつ つ の べ て い る。 「心理 学 上 の解 釈 が 問題 と な った 以前 か ら,人 は 多
くを直 接 的 に所 与 の も の と して,す なわ ち既 に 人 間 に与 え られ てい る も の とみ な し,
そ してそ の 発生 と発 達 を 何 らか の あ る深 部 に 内在 す る もの(irgendeintiefeLi
'I
I
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ぎて完成 され てい く。
従 って,前 に示 した概 念的、思考 は,上 段で十 分に示唆 してい るよ うに,単 な
　
る知識の操作 の領 域に 限定 された ものでは ない。「判断 力」 の質が 重要で あ る。
先 に 「抽象的 複合」 と 「抽象的単純 」 との違い を記 した箇所 につ いて,デ ィー
スタ ーヴ ェー クは,実 は,次 の よ うに のべていた一 「vergreifenはverst-
ehen以 上 の ことを意味 してい る。す なわちそれは,上 のよ うに観察 された も
の(関 連 性一M.M.)を 思考 しあ るいは認識 す るさいに 内的必然 性 を 明 瞭 に
.。..圃.
意識す る こ とで あ る」。 ここで敢えて 引用 文を記 したのは,力 点を添 えた 「意
　
識」の概念が極めて重要であったか らであるo「 意識」こそがあの 「判断力」
の心理的特性であったのであ る。 「意識」に関するデ ィースターヴェークの分
析はかれの発達論中の精髄であるといρて よい。
意識を端的に説明するならば,こ れは精神発達の全過程において主要な しか
も中枢的な位置を担 うものである。 これについては,直,若 干の説明を必要 と
す る。意識を このようにとらえる際に,力 めて留意 してお くべきことは,精 神
活動は個 々の心理的要素 ・機能の活動の単なるモザイク的な集合に よるのでは
な く,こ れ らの機能間の結合 ・変化,す なわちこれらの統一 した変化によるも
のである。そ してこの変化にもとついて個 々の精神機能の発達が進行す る,と
い うことである。ディースターヴェークは こうした理解を力めて強調す る。意
識は精神発達の主要な機能である知的機能 と思考過程を 「自由自在」に統制す
る。意識についての上段の説明はこの ような理解に もとついている。
　 　 　 　 　 　 　 　
意識 の行為は,ま さ しく,知 的機能及 び思考過程 を意識的に 注意す る活動 に
他な らない。、デ ィー スター ヴェー クは これ を 「意志 と思考」を 「自由」に統 制(61)
す る 行 為 で あ る と分 析 す る 。 従 っ て,こ の 注 意 は 有 意 的(意 志 的)注 意 と表 現
egenden),明 らか に 生 得 な もの(と い うの は無 か らは 精 神 に お いて も何 も生 れ な
い か らだ とい う)か ら人 は理 解 す る」 。「こ う した 考 え 及 び 仮説 は 今 日の 心理 学 と矛
盾 して い る。 今 日の 心理 学 は心 理 的 現 象 を 内的 な根 拠 か ら構成 しよ うと 試 み て い
る」。・但 し,デ ィ1一ス ター ヴェ ー クは べ ネ ヶの発 生 理 論 の 根拠 に な っ てい る 痕 跡
(Spur)概 念 を 無 条 件 に 受 け 入れ てい るの で は な い。 こ この注 では,発 生 を 解 明 す
る理 論 は,ベ ネ ケの 理 論 を含 め て,心 理学 者 に よ って 「い ろ い ろ」 あ る,と い う深
長 な 表 現 で これ を 言 外 に 示 唆 して い る(1838.S.114/5.)。
㈹ 。Wegweiser"1844.S.171.1850.S.226.Hervorhebungvonm玉r.-M.M.
(61}"Wegweiser"1835.S.113.1838.S,127.1844.S.201.
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　 　 つ 　 　 　 コ 　 　
して もよい。 有 意的注 意は 「精 神を対 象 に 自由に 向け る,こ と」(diefreie
〔62}● ●.●.
HinlenkungaufdenGegenstand)であ る,或 いは 「表 象を 自由 自在 に支
●.●.● ● ●●.●o(63)
配 し,こ の表 象を更 に先 の思考 へ使用 す る」 ことであ る。 日常生活 において形
成 され て ぎた 「生 の(rohe)経 験 」が 「科 学的洞察へ 高」 め られ る の は,こ
うし鮪 意的臆,つ まり自覚曝 作ぬ る響 「普鍵 形成され耀 勧 と科
〔65}
学的に形成 された理解 力 との間の相違 」は,,ま さ しく,こ の有意的注 意の有無
にあ る。 だか ら,デ ィースターヴ ェー クは知 的操作にお いて 「分割 されない,
圃
全注意 力が要 求 され るだ ろ う」 と分析す るのであ る。実 は,他 な らぬ,こ の「意
〔6の
識 」・の行為が 「自由な 自己 意識」(freiesSelbstbewuBtsein)であ る。そ し
て 「自由な 自己意 識」 こそ が感 情一 意欲 の分析で示 したあの 「認 識能 力にお け
る 自己統 制」 に他 な らない。
さて,こ こで改めて,感 情一 意欲 と認識 の活動に ついて言及 しなけれ ばな ら
ない。 この両者 の活動 は,既 にのべた ことの操 り返 しに なるが,「 相互 に結 び
つ きあ って活動 の統 一をめ ざす」。 これをデ ィ ースター ヴェ』 クは,端 的 に、,
囲
「思 考 と意欲は ひ とつ(Eins)で あ る」 とも表 現 して いる。両老 の活動 が相互
に どの よ うな関連 を もって 「統一」 ない しは 「ひ とつ」に な り うるのか につい
ては既に言及 した。 しか し,こ こで新 たに追求 しなけれ ばな らない問題 は,「統
一 」ない しは 「ひ とつ」 がいかな る活動 の場面 で現 われ るのか,と い うことで
あ る。(こ れ も既に強調 した こ とだが,デ ィース ターヴ ェー クは,精 神活動 の
発 達は 自生 的に成熱す るものでは ない,と い う立 場を一 貫 して もっていた。)
この問題 に対す る回答 は,実 は,既 に示唆 され てい る。 と くに有意的注 意につ
いて のデ ィースター ヴェー クの言 辞を想起 して欲 しい。そ こでは次 の引用文を
り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
引 い て お い た 一 有 意 的 注 意 は 「精 神 を 対 象 に 自 由 に 向 け 」,「 表 象 を 自 由 自
鱗3。Wegweiser"1844.S.169.1850.S.225.Hervorhebungvormi卜M.M
(β①Wegweiser1844.S.158.1850,S.213.
〔6励Wegweiser1844.S.159.1850.S,215.
圃Wegweiser1835.S.133.1838.S.148..
〔6のWegweiser1844.S.169.1850.S.225.'
(68}Wegweiser1844.S.155.1850・S・210,
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　 　 　 　 　 　 サ 　 　 　 　 　 　 　 　
在に支配 し,こ の表象を更に先の思考へ使用する」ことである(Hervorhebong
vonmir-M.M.)。 この引用文中の力点を添えた箇所を注意深 く読めば,こ の
有意的注意は,ま さしく,実 践的 ・実際的行動において現われるものである。'
一 こうした理解は,感 情 ・志向一意欲の活動が,既 述 した ように,行 動への
動機を形成す るとい う分析によっても承認され るもめである。
ところで,有 意的注意のかかる行為は,前 述 した,ように,「 自由な自己意識」
であるり更に,「 自由な自己意識」は感情一意欲の活動 と認識の過程を 「自己
統制」する人間の精神活動の中心的な内容をなすものである。感情一意欲 と認
識の活動は,ま さしく,主体の実践的 ・実際的行動の場面において「自由な自己
意識」のうちに統一された精神活動として現われるのであ る。 デ ィースターヴ
ェークはかかる分析に もとついて 「能 力」 を次の ように理解すべきであ る と
主張する一 「われわれは能力(K6nnen)を ただ単に外面的には っき りとし
た,知 識の全体ない しは一部にかんす る技 能(Fertigkeiten)と 理解するだ
　 　 　 　 　 　 　 の コ 　 　 ロ コ 　 コ 　
けで な く,学 習 された ものを全て知識 の他 の部 門 と及 び生活 の諸 関係(Verhalt・
コ 　 　 　 　
nisseundBeziehungen)}とに 適 用 し,そ し て そ れ を 話 し,書 く技 能 と し て
{69)●o● ● 。
理 解 す る 」,或 い は 「生 徒 が 学 習 す る も の は 全 て,直 接,人 間 の 精 神 或 い は 人
.......(70}
間 生 活 の い ず れ か に 適 用 可 能 で な け れ ば な ら な い 」。
デ ィ ー ス タ ー ヴ ェ ー ク は,こ う した 分 析 に た っ て,人 間 は 「実 践 的 」 存 在 で
あ る,と 主 張 す る 。 こ の 主 張 は,端 的 に,「 思 考 し行 動 す る こ とは … … 存 在 」
㈱
そ の も の で あ る,と い う表 現 に 象 微 さ れ て い る 。 実 に,「 思 考 す る こ と及 び 実
σ2)
践 す る こ とは ひ と つ(Eins)」 に、他 な ら な い の で あ る 。そ し て,デ ィ ー ス タ ー
ヴ ェ ー ク は こ れ ま で の 分 析 を 次 の よ う に 結 論 づ け て い る 一 「人 間 が 受 け る 教
育 は,人 間 が 自己 自 身 を か れ の 生 涯 に わ た っ て 形 成 しつ づ け る 力 と意 志 塗 も ち
か れ が こ の こ と を 個 人 と し て 成 し遂 げ そ し て 世 界 の 形 成 に 作 用 し な け れ ば な ら
(69}"Wegweiser"暖835.S.133.1838.S.147.1844.S.186.1850.S.242.
(70),,Wegweiser"1835.S.144.1838.S.162.1844.S.210.1850.S.270.Hervorh.
ebungvonmir.-M.M.
⑳ 。Wegweiser"1844.S.155.1850.S.210.
α2)"Wegweiser"1844.S.154.1850.S,210。
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ない方法を識る程度に成熟 した時に,完 成され,そ の目的を達成 したことにな
σ3}
る」。'
さて,デ ィス ターヴ ェー クはかか る 「自由な 自己 決定」を 「自己活動」の「形
態」 として とらえている。 「自己活動」はこの段階における精神活動の主導的
(7の
活動 として,そ の精神活動を 「決定する基本的形態を形づ くる」。 従って,こ
　
の段階 におけ る子 どもは 「自己活動 的主体」(Se正bsttatigesSubjecht)とし
て立 ち現われ る。 そ して,「 人 間は 自己活動主体 と して現 われ る限 りにおいて
㈲……始め て自分 自身に よって何 ものかに成長す る」6「 自己活動 主体」 の心理
α6)・ 、
的本性が,実 は,他 な らぬ,「 自我 」意識で あ る。 「自我 」意識は,ま さ しく
・自己 自身 の意 識を変革す る と同時 に 「世 界 の形 成に作用 」す る時に ,豊 かに ・
全 面 的 に 発 現 し,し か も形 成 さ れ て い く。1自 我 」 意 識 は10歳 頃 か ら確 立 さ れ
㈲
始 め,12歳 ～14歳 の う ち に 「と くに 具 体 的 に 現 わ れ 」,そ し て そ れ と 並 行 して
σ3),」Wegweiser"1844.S.122.1850.S.177.
「世 界 の形 成 」 につ い ては 何 ら具 体 的 説 明 が ない 。 そ こで,差 し当 り,デ ィー ス タ
ーヴ ェ ー クが 『指針 』 で示 して い る見 解 か ら推 測 せ ざる を え ない 。 「世 界 の形 成 」
は,端 的 に,「 進 歩」 とい う こと と結 びつ い てい る。 か れ は3版 の序 文 で 教師 に対
して次 の よ うに 訴 え て いた 一 「あ らゆ る種 類 の 自 由な発 達 をた だ 喜 び 受 け 入れ るだ
け で な く,あ な た が た の力 で そ れ を 促 進す る よ う努 力 す べ き で あ る」(1844.
VσrwortSXL)。 更 に,又,『 指 針 』2版 序文 で,次 の よ うに のべ てい る 一
「誇 張,逆 説 では な く,人 は,今 日の 多 様 な 努 力は 直 接 的 な体験 意欲(Erlebenw・
011en)に も とつ い て いる,と の べ る こ とが で き る。 … …そ れ 故 に,国 家 生 活 の領 域
に お い て 国民 の生 活 に 根 を持 た ない よ うな 命令 と法 律 に よっ て支 配 す る こ とを否 定
す る こ と,立 法 に国 民 を 参与 させ る よ う要 求 し,借 用 され,思 惑 的 に つ くられ た,
国 民 生 活 の要 求 や 歴 史 的 に形 成 され て き た ものに 結 び つ か な い憲 法 を 斥 け る こ と…
…」(1838.Vorwort.S.XXVlll.)。上 記 の引 用 は,全 て,デ ィ」ス ー ヴ ェ ー クが
教 師 の,こ の進 歩 に果 す 社 会 的 役割 の大 き さを強 調 した もの で あ る。 デ ィー ス ター
ヴェ ー クは 教 師 の この実 践 的 活 動 の ひ とつ と して 「労働 者 階 級 の 福祉 を 目指 す 中 央
協 会 」 の 地 方協 会 に教 師 が 積 極的 に 参加 す る こ とを 求め ・てい る(1844.Vorwort.
S.XL)一 か れ 自身1848年 に ベ ル リン地 方協 会の州 委 員 会 議 長 をつ とめ て い た
(StatutdesBerlinerLoka1-VereinsfUrdasWQhlderArbeitendenKla.
ssen.Druckv,FerdinandZschiesche.1848年5月28日付 の パ ソ フ レ ッ ト ・S.・
28.)。 以 上 の 指摘 か ら推 測 され るよ うに,「 世 界 の形 成 」 は 「進 歩 の体 系 」 を 追 求
し,実 現 す る こ とで あ る。 但 し,デ ィー ス タ ー ヴ ェー'クは 「世 界 の 形 成」 に14歳 の
子 ど もが直 接 関 わ らなけ れ ば な らな い,と 主 張 し てい.るの では ない 。 本文 中 の引 用
箇所 を読 め ぽ 自明 な よ うに,そ の 「方法 を識 る」 こ とに 意義 が あ る。前 出 した よ う
に,「 生 の経 験 」 を 「科学 的 洞察 」 へ 高 め る こ とは,実 は,子 ど もの世 界 の新 しい
変 革 に 他 な らない か らで あ る。 「世 界 の形 成 」,及 び 「準 歩 の体 系 」 に つ い ては,更
に検 討 しなけ れ ば な らな い。
〔74)El)enda.
㈲ 。Wegweiser"1835.S.112.1838.S.126.
〔76)〔77)。Wegweiser"1835.S.101.1838.S.112.
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⑱
「感 受性」は 「消えてい く」。
か くして,14歳 をす ぎて 「自我」 意識がい よい よ明確に確立 されて くる と,
「理解 力は計 画的に発 達 され,自 己活動的空想(selbsttatigePhantasie)は
㈱
大 きな,は っき りとした理想を ともな って生 き生 き とされ る」。そ して,同 時に
⑳
「一切の真理 ・偉 大な もの ・神聖 な ものが決定 され」,い よい よ 「道徳的確 信
{81)
が獲得 され,多 くの信 念(Gesinnung)は 性格を形成」す るこ とに な る。つ ま
り,「 自我」 意識は,実 践的場面 において,「 頭脳 を明晰 に し,情 調 を豊 かに
㈹
し,意 志 力を強め」,は っき りと した性格,価 値観,世 界観を 決定 して い く。こ
の時に,子 どもは 「自己 創造」主体 と して,同 時 に,「 世界 の形成に作用 」 し
てい くのであ る。
W章 むすびにかえて
(1)
本稿は 「教育科学」の諸部門の う,「 純粋教育学」が対象 とする 「高次精神
活動」の発達(発 生)段 階を分析 した ものである。今,こ の分析を終えるにあ
たって,次 の諸点が確認されなければならない。 　
1.r指 針 』第一部総 論篇IVの1～15(初 、・2版)及 び1章(1)(2)(3・4版)
は発達論 に相当す る。
ノ
2.素 質 一 能 力 生 得 説 は 原 罪 遺 伝 説 の 亜 種 で あ り,こ の 見 解 は 人 間 の 発 達 を 説
明 す る も の で は な い 。
3.い わ ゆ る 素 質(「 原 素 質 」)は 「多 様 な 感 覚 の 体 系 」で あ っ て,こ れ は 「ま
だ 能 力 で は な く」 そ の 「可 能 性 の(現 実 的)基 礎 」 で あ り,文 字 通 り 「潜 勢 力
」 で あ る 。
(78)。Wegwe量seτ"1844.S.152.1850.S'208.
σ9)。Wegweiser"1844.S.153/4.1850.S.209.
(8㊥ 。Wegweiser"1844。S.154.1850.S.209.
(81}。Wegweiser"1844.S。154.1850。S.209/210.
〔8鋤。Wegweiser"1835.S.144.1838.S.162,1844.S.210.1850.S,270.
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4.人 間はその誕生の一歩か ら 「肉体的な諸器官」 と 「多様な感覚の体系」 と
が結合 した 「完全な統一体」として現われる。
、5.そ の限 りで,人 間の発達の可能性はその誕生の第一歩か ら各人に与えられ
ている。それ故に,「 潜勢力」に歪みが生 じれば,そ の後の発達に重大な障害
ヵミ発生する。
6.人 間の発達には 「その活動の段階」があ り,し か もこの 「段階」は「量的」
な積み重ねではな くして 「質的」な変化である。
7.こ の 「質的」な変化は各 「段階」における精神活動の主導的契機の具体的
な現われである。
8.主 導的契機は情調 ・感情一意欲の活動 と認識の活動の二つの心理的機能 よ
りな り,ζ の二つの系の活動が相互に一定の関係を結びながら、各段階におけ
る主導的な精神活動を形成す る。
9.そ れが 「感受性」 と 「自己活動」である。
10.・ 「感受性」及び 「自己活動」は,常 に,主 体の実践的活動のなかで明確に
現われ,更 にこれに よって発達す る。
11.「 感受性」から 「自己活活動」への移行は、概念的思考の発達に よって,'
有意的注意,つ まり 「自由な自己意識」 ・ 「自我」意識が形成され ることに よ
って可能 となる。
12、 これによって人間は自己 自身の知的機能と思考過程を 「自由自在 に 統 制
し」,自 己 自身の創造 と 「世界の形成」を,統 一的に,は かる。この時に,人 間
の悸格・価値観が形曄される。
13.人 間は 「自己活動的主体」として,ま さに,「 思考 し行動する」存在であ
るo
さて,私 は,前 稿で,デ ィースターヴェーク教育学における基本的課題は ド
ィ ッ資本主義成立期におけ る地帯に生活を営む具体的人間一人一人の発達可能
性を人間φ 「否定されることのできない要求」 として承認 し,そ してこの発達
可能性に 「教育科学」の光を当て ようとするものであった,と 指摘 した。その
ために,か れは伝統的な発達観を否定す るとともに,こ れに代る発達論を構成
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することに多大な努力を惜 しまなかった。この努力は,ま ことに,教 育学を自
立 した科学の地位へ引き上げようとす る試みで もあった。かれは,か れの言辞
を援用すれば、 「これ までの経験 と豊かな思索とに よって」,人 間の発達機制
を非科学的な,恣 意的な観念か ら説明する見解を斥け,客 観的に 「心理現象を
内面的な根拠」か ら分析する発生理論に到達 し,こ れによって人間発達の遺伝
性 と後天的変異性をは、っきりと区別 し,「高次精神活動」の発生に一定の法則性
があることを確認 した。この法則性は,実 は,他 ならぬ 「合自然 性」 で あ っ'
た。 「合自然性」は各発達段階において主導的活動 として現われ,こ れがその
後の段階の発達の 「質」を決定する。そ して,更 に,重 要 なことは,こ の発達
は発達主体の実践的活動(自 己教育)と,主 導的活動が「先導」されることによ
って,無 限の広が りをえる。デ ィースターヴェークの発達可能性についての確
信は こうした理論的展望の うちにえられたものである。実は,こ の人間の発達
可能性 こそが,か れのあの 「進歩」の理念を支える理論的確信 となっていた。①
この確信は反革命期においてもいささかも揺 らぐことはなか った。
???
最後に,私 自身 の分析 方法を含 めて,デ ィースターヴ ェー クの発達 論につ い
w章
(1)但 し,反 革 命後 にお い て,デ ィー ス タ ー ヴ ェ ー クは 革 命 ・反革 命 とい う急激 な変
化 に直 面 し,「 これ まで の原 則,生 活 に おけ る変 化 しやす い,一 定 の 諸制 度(Ein-
richtungen)に 従 うのか 」 を 自己 自身 に 問わ なけ れ ば な らな か った 。 か れ は 「諸
制度 」の変 革 の厳 し さを 自覚せ ざ るを え な か っ た(1850.SごhluBwort.S.XXXIL)。
しか し,そ れ だ け に,か れ は,い よい よ,人 間 の発 達 に 「無 限 の進 歩 」 を 託 し,こ
れ に よ っ て 「諸 制度 」 の進 歩 が 実 現 され る とい う見 解 を採 らざ るを え な か った の で
あ る(S.XXXl1L)。 と ころ で,初 版 序文 の 末 尾 の 「本 書 は 諸 進 歩 の 体系(System
4〃Fo7'ε 爾7漉 の に 棒 げ る もの で あ る」(1838.V6rworしSX1.)が4版 に 再
録 され た 同 じ序文 で 「本 書 は 進 歩 の体 系(System4θsFo7'3魏7甜's)に棒 げ る も
の で あ る」(1850.S.'XX111.)と 訂 正 され て い る。 この 訂正 の意 味 を 巡 っ て,今,
ブ ロー ト教 授 と ム ン ドル フ教 授 との 間 で 論争 され てい る。 も し,こ の訂 正 に 意 味 が
あ る と した ら,こ れ は,ひ とつ に,上 述 の4版 結 語 で 示 され た見 解 の変 化 に よる も
、の と考 え られ る。
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て若干の問題点を指摘 しておかなければならない。
まず第一に,発 達段階及び発達時期の区分が,今 日の水準に比べると,か な
り大 まかである。特に第二,第 三段階についてこれが指摘される。但し,こ う
した結果になったのは主導的活動の現われによって段階を切ったことによるも
の と考えられる。これについては,デ ィースターヴェークの他の論文にあたっ
て,更 に明確にする必要がある。第二に、は,思 考の発達段階(「 感性的単純」
一 「感性的複合」一 「抽象的複合」一 「抽象的単純」)は いわゆる言語を被媒
介的手段 として各段階における固有な思考形式を発生させるのだが,し か しデ
ィースターヴ・エークの分析においてこの言語の役割は殆んど言及さ れ て い な
'い 。従 って,特 に 「抽象的単純」の段階において.こ れがいかなる契機によっ
て 「自由な自己意識」 ・「自我」意識へ発達す るのかについて十分な説得的分
析を提示 しえていない。これについてもデ ィースターヴェークの関連諸論文に
よって,改 めて,深 める必要があろ う。第三には,こ れはかれの分析全体にっ
いていえることが,内 容が極めて抽象化されてお り,具 体的説明が欲 しい箇所
が多 々ある。これは,か れが前 もって断っているように,本 分析が,関 連諸科
学智 獄 によ・て・ 「糖 体系をあ吻 す処方を詳述鍋 以上のことはでき
ない」 とい う制約を もってい る ことに起因 してい る。 しか し,こ の制約 は,か
れの心理 学上 の分析 を十 分に読み取 り,そ して各版 を丹念 に比較す る ことに よ
って,あ る程度克 服 され うる。そ れに も拘 わ らず,私 の分析は デ ィース ターヴ
ェー クの片言隻語 を取 り出 して解釈 した のではないか,と い う疑 問が出て くる
か と思われ る。 しか し,私 は デ ィースター ヴェー クの発達 論を,前 稿 で提示 し
たか れの課 題 を常 に念頭に置 きつ つ,私 自身の発達論 に即 して読み こんだつ も
りで あ る。 これ は理 論(学 説)分 析の上で 必要 な方法で あ る,と 考 てい る。
尚,本 研 究 の塗 の課 題は,前 に ものべた よ うに,「 教 授学」を分析す るこ と
に あ る。
(2)。Wegweiser"1835.S.47.1838.S.41.1844.S.46.1850.S.56.
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